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資料１ 
 

番号 意   見 対 応 方 針 参考 

1 

【パルスオキシメーターの配備について】 

 今すぐにというわけにはいかないと思うが、新型コロナ等にな

った時にも、酸素飽和度が96％以上であればまず重症化しないと

言われているため、それを測るためにも、パルスオキシメーター

を配備しておいた方が良いと思う。 

 酸素飽和度については、96％を下回ると中等症となり重症化す

るリスクが上昇し、93％になると酸素投与が必要となり、入院治

療が必要となるため、酸素飽和度を把握することは避難所におい

ても重要であると認識しています。 

パルスオキシメーターを各避難所に配備できるよう、避難所で

の具体的な対応方法等（※）を精査した上で、予算の確保に引き

続き努めてまいります。 

※例えば 93％以下の場合は直ちに救急要請を行うなどのルール

を定め、避難所開設マニュアルや避難所開設セットを改訂 

畑委員 

2 

【福祉避難所における開設訓練について】 

 総合防災訓練の際に、無線通信訓練等の訓練は行っているが、

実際の開設訓練はほとんど実施できていない。不慣れな部分もあ

るため、総合防災訓練とは別日でも良いので、区役所と合同で福

祉避難所の開設訓練を実施したい。 

昨年度は新型コロナの影響で、福祉避難所等連絡会が１回の開

催となり、総合防災訓練も規模を縮小して実施しました。 

今年度についても新型コロナの影響があるため、規模や内容等

は精査する必要はありますが、福祉避難所開設訓練を次のような

方法で、総合防災訓練とは別日で実施していくことを検討してお

ります。 

具体的な内容については、早急に福祉避難所等連絡会において

ご相談をし、実施に向けて取り組んでまいります。 

 

(訓練実施案) 

①モデル的に１施設において福祉避難所等開設運営訓練を実施。 

②訓練の様子について、手順を踏まえて動画撮影。 

③開設手順ＤＶＤとして各施設で共有。 

石橋委員 

上田委員 
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3 

【地域における訓練について】 

 地域役員の防災意識が低い。昨年度の総合防災訓練において

も、規模を縮小して一部役員のみの参加となったため、さらに動

いてくれる人が少なく、数名しかいなかった。 

 防災訓練までの事前の模擬訓練や打ち合わせをもっと綿密にす

るとともに、避難所を一斉に開設するのではなく、ひとつずつ重

点的に訓練する方が良いと思う。 

総合防災訓練については、昨年度は新型コロナの影響で規模を

縮小して実施しましたが、今年度においては昨年度よりも拡充し

た訓練が実施できるよう検討しております。 

また、今般の情勢にもよりますが、総合防災訓練までにご希望

の地域に対して重点的に説明会や模擬訓練を実施してまいりま

す。 

また、総合防災訓練においては複数の避難所のうち、ひとつの

避難所のみ開設し、残りの避難所については別日に開設訓練を実

施するなど、地域実情に応じた手法を選択していただくことも可

能です。 

北委員 

福留委員 

 


